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  朗Ⅴ連ニュース 

    
No.１１４ 

 

 
 

 
 

 

心配していた前日からの雨も止み、参加者の熱気に包まれて第２６回朗読ボランティア連絡

会交流会が１１月６日（火）午後１時から兵庫県民会館｢けんみんホール｣にて開催されました。 

朗Ⅴ連の２８グループと一般参加の方も含め１９７名の方々にご来場いただき無事終えるこ

とが出来ました。本当にありがとうございました。 

第１部では、神戸草笛（神戸市）と、グループ千草（加古川市）の２グループによる朗読発

表が行われました。研鑽のあとがうかがわれる朗読に、時には笑い声をあげ、またときには深

い相槌を打ちながら、どなたも熱心に聞き入っておられました。どちらの作品にも男の人生が

垣間見え、とても興味深い内容でした。 

 

第２部では、俳優の南条好輝さんによる講演がありました。 

前半の「曽根崎心中」では何人もの人物を演じ分け、迫力ある

一人語りをお聞かせいただきました。本を手に語っているだけな

のにまるで芝居を観ているような臨場感。朗読の持つ力のすごさ

を感じる舞台でした。控えめな照明も音響もとても効果的でし

た。 

後半では楽しい語り口で、プロの俳優さんならではのマイクの

使い方の秘密を惜しむことなくご披露下さいました。距離感の出

し方や、ささやきで心の声を表現する方法など、なるほど！と納

得です。また会場からも何人かご登場いただき、実際にマイクの

使い方の指導をしていただきま

した。挑戦された方々も、初め

て見る曽根崎心中の文章をすら

すらと読み上げ、南条さんの難

しい注文に見事に応えておられ

ました。 

 

第１部、第２部ともに充実した時間を過ごし、合間にはおし

ゃべりなどの交流も十分に深められたようです。楽しくあっと

いう間の一日でした。 

 

交流会にご参加くださった皆様には、アンケートへのご協力

ありがとうございました。貴重なご意見を真摯に受け止め、こ

れからの活動につなげていきたいと思います。 
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朗読の会神戸草笛 西尾昭彦 

 「朗Ⅴ連交流会に出演させていただいて」 
 

  お話を頂いた時、実はお断りをするつもりでした。講師

の鈴木登志子先生が、腰痛で歩けない状態だったので、 

指導していただけないのではと思ったからです。しかし

「大丈夫！教えます」の言葉に勇気づけられ前に進むこと

ができました。 

選んだのは田辺聖子の作品ですが、セリフを際立たせ

るために、地の文はあえて共通アクセントを用いました。技術不足で『お聖さんワールド』を十分に表現でき

なかった感はありますが、これを機に、さらなる向上を目指し、活動に取り組んで参ります。ありがとうござい

ました。 

 

グループ千草  堀 雅子 
 

「デイジー化もあるし…」と尻込みする私達に、山田烈子

先生から「チャンスを活かさないでどうするの？」と、激励

のお言葉。いざ練習を始めてみたものの、中々うまく纏ま

りませんでした。 

当日は私達のモットー「仲良く助け合って」無事に終え

ることが出来、ホッ…の一言に尽きます。「チャンスを活か

して」よかった！ 

私達の朗読をお聴き下さった皆様、このような機会を下

さった朗Ⅴ連幹事の皆様、どうも有難うございました。 

これからも益々頑張っていきます。 
 

 
 

 

・ 作品をよく理解され、立派に読みこなしておられました。引き込まれました。 

・ 「本来さん」楽しい朗読でした。どこの家庭にでもあるような出来事が目に浮かんで身につまされる場面劇でした。

「驟り雨」さすが藤沢周平の作だな、重みがあるな。終わってからの余韻が心地良かった。 

・ 日頃の練習にかなりの時間をかけられていることと思います。２組ともとても感情豊かで良かったです。朗読グ

ループの発表はとても参考になります。 

・ 一人語り、顔つきまでお初や徳兵衛にみえてくるリアルさ。いつカミソリで切るのやら…はらはらどきどき、首の

あたりがむずむずとして困った。 

・ 流石に「役者」さん、迫力、説得力があり、女言葉も嫌味なく自然に表現されて感動深い朗読でした。 

・ マイクの使い方、とても納得しました。今度、どこかで試そうかな！「さらばでございます。さらば、さらばじゃ。」 
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

第２６回交流会に参加して 
 多田 まゆみ 

Ｃブロック淡路地区岩屋の「グループちひろ」でございます。減りに減って総勢４名となり、隣接する「ひと

みの会」様におんぶに抱っこして頂き、細々と続いています。   

２３年度２４年度の朗Ｖ連のＣブロックの当番となり、東根さんが神戸へ通っています。副代表として閉会

の挨拶を終え、後片付けに走り回る彼女や他の幹事さん達の姿を見て、交流会も皆で作り上げているのだ

と実感しました。 

朗読発表など他のグループの方々のご活躍も見られて楽しかったです。  

幹事様、皆々様、有難うございました。 
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１０月９日（火）神戸会場２５名、１０月１０日（水）姫路会場２０名の方がＮＨＫ巡回セミナーを

受講されました。長時間にわたってのセミナーでしたが、皆様熱心に取り組まれ、実り多き一日だ

ったようです。講師の先生および受講者の皆様からの声を紹介します。  

 

神戸会場Ａコース 
       

藤原 尚武 先生からのメッセージ 
 

人と会話をする時は、どなたも顔が上がってすばらしい声で話が出来るのに、書かれた文字を

読むときはうつむき気味で声もやや他所ゆきの飾った声になってしまう・・・ という事がよくあ

ります。自身の話す声を確認する為に、教室では自己紹介を中心に原稿無しで話す練習に時間を

かけました。その声で“朗読”したいと思ったからです。皆さんの読みが「話す様に読む」に、

かなり近付いたと思います。 
 

受講生 アンケートから抜粋 
 

＊ 初めて参加するので不安がいっぱいでした。上手に読まなくていい、“話す＝読む、相手に伝え

る耳で聴く”、先生が丁寧に分かりやすく教えてくださいました。 

＊ 朗読は文章を読むのではなく、気持ちで伝える（表現する）と言うことがテーマであり、その

ためのポイントを教えて頂きました。 

＊ 話す言葉の大切さ、人に思いを伝えること・・・今までは文章に沿ってきっちり朗読するもの

と思っていましたが、聴いて頂く方に心地よく伝えられればと思います。 
 

神戸会場 C コース 
 

高橋 淳之 先生からのメッセージ 
 

初めて聞かせて頂きました。とてもレベルが高く、聞いた音をすぐ表現できる耳のよさを皆さ

んに感じました。全体に関西イントネーションからくる極端な音の上げ下げが気になりました。

これからも息を使って表現することを心がけて下さい。お疲れ様でした。  
 

受講生 アンケートから抜粋 
 

＊ 息をうまく使って、次のセンテンスに入る前に準備をしておく、息のコントロールの大切さを

学びました。作品の世界を人に伝えるためには作品によって体をコントロールすることが大事

ということ、又改めて思いました。 

＊ 敷居の高いＣコースを受けて大変でした。なかなか上手くはいかない様でしたが、又違う読み

を教えて頂き良い勉強になりました。又聞き直して練習したいと思います。  

＊ 自己流にならない為にも、年に一度はこういうセミナーを受講する 

ことは大切だと思いました。        

         

姫路会場Ｂコース 

 

藤原 尚武 先生からのメッセージ 
 

昼休みには、見事な声で見事な問いで見事な緩急で話している人も、教室でテキストを前にす

る・・・丁寧に読み上げてしまうという事がよく起きます。そこで私は、原稿なしで話す自己紹

介を皆さんにお願いしています。その話すトーンが実に活き活きとしているのです。そのいきい

きとした声を朗読に生かしたいと思うのです。       
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お知らせ 

 

 

受講生 アンケートから抜粋 
 

＊ 姿勢を正しくして良い息使いで、会話文は“しゃべっている時と同じように・・・”、間の取り

方、場面転換の時の声の表現の工夫など、自分の課題もたくさんありますが、朗読は単に本を

読むのではなく聴き手に内容を伝える事が大切であると改めて感じました。このセミナーで学

んだことを生かして自分の活動につなげていけるよう努力していきたいと思います。 

＊ 間の取り方、文章のつながり、意味を伝える、言葉を起こす、言いかえる、話すように語る。

どれも大事な事ばかりでした。聞き手にその状況が浮かぶように話す、間を取ったら話し方を

変える etc、沢山学ばせて頂きました。 

  

姫路会場 C コース 
 

伊藤 文樹 先生からのメッセージ 
 

    毎年大勢の方々が集まってくれる。皆さん積極的にセミナーに参加してくれる。やる気が感じ

られる。実習中心だが講師の要求や指示に答えて真剣に取り組んでくれた。時には手厳しい指摘

にもよく堪えてくれた。同じグループの方々もあって和気あいあいと進んだ。  

 

受講生 アンケートから抜粋 
 

＊ 毎回新たに気付かせて頂くことが多いです。今回は朗読の基本である聞き手に向って語ってゆ

くことを再確認をさせて頂きました。  

＊ 伊藤先生のアドバイスが適切で「話すように読む技（ワザ）」が理解できました。  

＊ マンツーマンのように指導を受けて、もう少し上を目指して頑張ってみようという意欲がわい

てきました。    

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・    

 

 

 

 

 

 
         

               ポシェットがインターネットで見られます！  
 

ポシェットが神戸ライトセンターのホームページに掲載されています。 

カラーで掲載されていてとても読みやすいですよ！ 

神戸ライトセンターのホームページ（http://www.klc.jpn.org）を開き、所属団体の項目から 

「兵庫県朗読ボランティア連絡会」をクリックしてご覧ください。 
 

  

受講者の声 
三木市朗読ボランティア「むれの会」  岩谷 智美  

 

初めての参加で不安でしたが、受講者１４名の内、５名が私達同期のグループで少

し気持ちが楽に。自己紹介では朗読を始めた動機と納豆について思いつくまま語る。

おしゃべりの雰囲気を保ちながら、話すように読むという事。正しい姿勢で聴き手に

息を投げかける気持ちで届ける事。アクセントを意識しないで読むのは楽かと思いき

や・・・そこに間をとる注意が有り、まだまだ何もかも大変だという事が良く解った。

今までも難しいと思っていましたが・・・。 

優しい先生のお蔭で朗読が楽しくなりそうです。少しずつでいいから進歩出来る様、

取り組みたいと思います。 
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中山ワンダフルフェスタに参加して     
 

「言の葉」  田中通子  
     

主催者挨拶の後、盲導犬貸与式があり、今までに２６頭、今年は２頭が貸与され

ました。又、視覚障害者で活躍された３名の紹介とインタビューでのお話もありま

した。 

私は毎年のように参加して、ハッピーな気持ちで家路についています。今回は、

西城秀樹ＬＩＶＥ＆ＴＡＬＫです。２３年ぶりに、今年ブラジル公演に行かれた様子

等のＴＡＬＫを交えながら、ボルテージも上がり、会場一体になってＹＭＣＡを歌

って踊って、感動のクライマックスでした。 

 

 

第 15回中山ワンダフルフェスタを終えて 
（西城秀樹コンサート） 

 
10月 12日（金）午後 2時から神戸文化ホールにて「西城秀樹コンサート」が開催されました。

今年も中山視覚障害者福祉財団様のご厚意により多くの朗Ⅴ連メンバーが楽しいひと時を持つこ

とが出来ました。私たちの活動にご支援とご理解を頂きありがとうございます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

2013年 2月 19日（火）に 

「中山・ＫＬＣコンサート 2013」が開催されます。 

「みえない人、みえにくい人、みえる人 いっしょに音楽を！」を 

コンセプトにクラシックを身近に感じていただける音楽会です。 

ご参加希望のかたは神戸ライトセンター(ＫＬＣ)運営協議会へ 

お電話かメールでご連絡ください。 
 

※ 詳しくは同封のチラシをご覧ください。 

なお入場は無料ですが、指定席のチケット制となっています。 
 

神戸ライトセンター(KLC)運営協議会 

TEL：080-4024-6664 

HP：http://www.klc.jpn.org/ 

e-mail：kobe_lc2009@yahoo.co.jp 

 

http://www.klc.jpn.org/
http://jp.mc110.mail.yahoo.co.jp/mc/compose?to=kobe_lc2009@yahoo.co.jp
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１１月４日(日) 神戸葺合文化センターにてアイライトフェアが開かれました。 

スーパーボランティア木村文子さんの七回忌ということで、そうそうたるメンバーが来られ、スタッフ

を含め１２０名が集まりました。 

「世界の『サピエ』は、木村さんが創建した「てんやく広場」で始まった」との基

調講演があり、またいろいろなパネリストによる木村文子さんの多彩な活動・

思い出が話されました。 

点Ｖ連・神戸アイライト協会・JBOS・ＡＳＶといろいろな活動、生涯現役・一
いち

ボ

ランティアを貫き通された木村さんの「とことんユーザーに向き合う」その姿勢

を忘れずに少しでも引き継いでいくことが出来ればと思いました。 

 
・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・ 

 

 

 丹波市の視覚障害者の方より、朗Ｖ連へ 4冊（それぞれ 200頁）のプライ

ベート図書の録音依頼がありました。 

ほほえみ（加古川市）、明朗会（明石市）、かけはし（丹波市）、山うぐ

いす（篠山市）の皆様が朗読・ＣＤの製作を担当してくださいました。 

 
 

            

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★ 
 

朗Ｖ連へのお問合せ、ご意見ご要望がございましたら、下記担当幹事までお知らせください。 
ブロック 地     区 氏       名 

A 東部・北部地区 田中 久美子  (朗読 V 山うぐいす) 

B 神戸・明石地区 門間 かおり   (あじさい) 

C 淡  路  地  区 東根 孝子    (朗読 V ちひろ） 

D 東  播  地  区 八尾  美奈子  (朗読 V のぎく) 

E 西  播  地  区 福島 悦子    (太子町朗読グループ 言の葉) 
 

『ポシェット』では各グループの活動などを紹介しています。どうぞ原稿をお寄せ下さい。 

その他、耳寄りな情報やご意見、ご希望なんでも結構です！ 
 

 

 

編集後記：☆ いつも広報を読んでいる私ですが、先日の交流会では朗読って面白いなあと改めて感じました。

皆さんの朗読に大いに刺激を受け、先輩幹事さんにもお会いでき、とても嬉しい一日でした。（や） 

☆ 交流会 2回目参加で、執行に参加させて頂きました。受け継がれ、培われてきた女性パワーのす

ばらしさ、細やかなこころ配りに感動し、日夜努力されている朗読発表にも感動した一日、夢の様な

中で働かせて頂きました。（ま） 

ポシェットの内容に関するご連絡、ご質問は、 

携帯電話 ０８０－５７０３－８５４３（田中 久美子）までご連絡ください。 

ご 報 告 


